
新規事業採択時評価結果（平成１６年度新規事業化箇所）
担 当 課：近畿地方整備局道路部地域道路課

担当課長名： 田 口 定 一

事業名 事業 町道 事業

町道 大谷連絡線 区分 半島代行 主体 和歌山県（ ）
おおたにれんらく

起終点 自：和歌山県伊都郡かつらぎ町大谷 延長
いとぐ ん か つ ら ぎ ち ょ う お お た に

至：和歌山県伊都郡かつらぎ町大谷 ０．９km
い と ぐ ん か つ ら ぎ ち ょ う お お た に

事業概要

町道大谷連絡線は、現在事業中の京奈和自動車道のかつらぎＩ．Ｃと一般国道２４号を結ぶ新設のＩ．
おおたにれんらく け い な わ

Ｃアクセス道路であり、ＪＲとの立体交差を含む延長０．９kmの２車線道路である。

事業の目的、必要性

町道大谷連絡線は、一般国道２４号と京奈和自動車道を直結し、現在事業中の大阪府との府県間道路で
おおたにれんらく け い な わ

ある一般国道４８０号とともに、かつらぎ町やその周辺地域と京阪神とのアクセスの向上により、当地域

の産業や観光の振興、活性化に大きく寄与するものである。

全体事業費 ２０億円 計画交通量 11,800台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年

分析結果 ３．６ ２０億円 ７２億円 平成１５年

億円 走行時間短縮便益： ７７億円事 業 費： 17

億円 走行費用減少便益： ー１４億円維持管理費： 3

交通事故減少便益： ９億円

事業の効果等

・円滑なモビリティの確保（関西国際空港へのアクセス向上が見込まれる）

・物流効率化の支援（生産量日本一を誇る串柿や果樹等の農産品の流通の利便性向上が見込まれる）

・個性ある地域の形成（世界遺産登録が予定されている霊峰高野山へのアクセス向上が見込まれる）

・他のプロジェクトとの関係（京奈和自動車道かつらぎＩ．Ｃ建設に伴うＢ区間の建設）

関係する地方公共団体等の意見

町道大谷連絡線は、京奈和自動車道かつらぎＩ．Ｃへのアクセス道路として都市計画決定され、代行事
おおたにれんらく け い な わ

業で和歌山県が実施するものであり、かつらぎ町と周辺地域の産業、観光の振興、活性化に寄与するもの

として地元自治体の期待が大きく、京奈和自動車道と共に早期整備の要望を受けている。
け い な わ

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

事業箇所○
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